
今月の表紙 第15回つべつ紅葉マラソン大会 ～快晴の空の下、ゴール目指して力走～

まちの話題 津別の物産が大集合！ 2016つべつ産業まつり開催

松野明美さんをゲストランナーに迎え 第15回つべつ紅葉マラソン大会開催

温故知新

日本初のＪＡＳ認証有機牛乳生産を牽引

最上 山田照夫 さん

特 集 町づくりの功績に感謝を込めて

～町の発展や振興に寄与された方を「文化の日」に表彰します～



町
づ
く
り
の
功
績
に

感
謝
を
込
め
て

町
の
発
展
や
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
を

「
文
化
の
日
」
に
表
彰
し
ま
す

月
３
日
の
文
化
の
日
に
、
津
別
町
の

11
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
表
彰
式
が
、
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
社
会
福
祉
、
自
治
、
産
業
開

発
、
消
防
、
善
行
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

受
賞
者
紹
介
欄
の

年
齢
は

月
３
日
現
在
、
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臼
は
受
賞
者
の
功
績
、

渦
は
受
賞
の
感
想
で
す
。

善 行 者

丸玉産業株式会社

臼
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
５
０
０

万
円
を
寄
附
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。
平
成
７
年

度
、
平
成

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

１５

２０

２２

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

２３

２４

年
度
、
平
成

年
度
、
平
成

年
度
に
次

２５

２６

２７

ぐ

度
目
の
受
賞
。

１０
渦
永
年
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
津
別

町
の
森
づ
く

り
の
た
め
に

役
立
て
て
い

た
だ
き
た
く
、

寄
附
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。

善 行 者

東二条 中田
なかた

清美 さん（88歳）

きよみ

臼
町
発
展
の
一
助
と
し
て
町
に
対
し
３
０
０

万
円
を
寄
附
さ
れ
、
本
町
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
、
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
３
月
に
主
人
が
亡
く
な
り
、
大
勢

の
方
々
の
お
参
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
、
町
の
お
世
話
に
も
な
り
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
何
か
の

形
で
お
返
し

を
し
た
い
思

い
で
、
寄
附

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

消 防 功 労 者

豊永 商業 中村
なかむら

康彦 さん（５０歳）

やすひこ

臼
平
成
２
年

月
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

１２

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団
員
と
し
て

２５災
害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
家
族
の
理
解
と
支
え
、
消
防
団
、
消
防

署
の
方
々
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。今

後
も
地

域
の
た
め
、

精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り

ま
す
。

消 防 功 労 者

活汲 農業 吉田
よしだ

敏一 さん（５4歳）

としかず

臼
平
成
６
年

月
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

１２

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団
員
と
し
て
災

２１害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域

住
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
。
渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身
に
余

る
光
栄
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
た

め
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す

が
精
一
杯
努

力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

消 防 功 労 者

緑町 三瓶 ふみ
さんぺい

子 さん（５4歳）

こ

臼
平
成
７
年
５
月
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団
員
と
し
て

２１災
害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

協
力
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
も
微

力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
努

力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

消 防 功 労 者

旭町 本間
ほんま

昌子 さん（５5歳）

まさこ

臼
平
成
６
年
８
月
に
津
別
消
防
団
に
入
団
、

年
の
永
き
に
亘
り
、
消
防
団
員
と
し
て

２２災
害
時
の
出
動
と
被
害
の
軽
減
に
努
め
、

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
家
族
、
仲
間
、
職
場

の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

災
害
の
な
い

町
づ
く
り
に

協
力
し
て
ま

い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

産 業 開 発 功 労 者

豊永 酪農業 柏葉
かしば

孝雄 さん（64歳）

たかお

臼
就
農
後
一
貫
し
て
乳
牛
の
資
質
向
上
・
改
良

増
殖
に
取
り
組
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
に
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
等
へ
出
陳
を
行
い
数
多
く
受

賞
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
２
０
１
４
年
度
第
１６

回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会
に
お
い
て
は
「
リ

ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
」
を
受
賞

す
る
な
ど
本
町
の
酪
農
業
の
振
興
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
今
回
の
栄
誉
あ
る
受
賞
に
あ
た
り
ま
し
て
、

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後

も
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、

酪
農
の
魅
力

を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

自 治 功 労 者

共和 茂呂竹
もろたけ

裕子 さん（7０歳）

ひろこ

臼
平
成

年
３
月
に
津
別
町
議
会
議
員
に

１３

就
任
さ
れ
て
以
来
、
４
期

年
に
亘
り
町
議

１５

会
議
員
と
し
て
町
政
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
長
い
こ
と
議
員
報
酬
を
貪
っ
た
だ
け
で
、

町
の
表
彰
に
は
汗
顔
の
至
り
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
役
場
職
員
の
み
な
さ

ん
の
お
陰
と

深
謝
申
し
上

げ
、
自
ら
を

反
省
す
る
よ

い
機
会
に
い

た
し
ま
す
。

社 会 福 祉 功 労 者

共和 成田
なりた

英子 さん（73歳）

えいこ

臼
平
成

年

月
に
津
別
町
民
生
委
員
児

１３

１２

童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
以
来
、
委
員
活
動

を
通
じ
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め
ら
れ
る

な
ど
、
本
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表
彰
。

渦
こ
の
度
の
受
賞
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

指
導
、
ご
協
力
を
頂
い
た
お
か
げ
と
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
た

め
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ

う
、
努
力
し

て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま

す
。

取締役社長 大越敏弘さ取締役社長 大越敏弘さんん



「愛林のまち緑資源を守る事業」助成内容

１．造林事業

町内の標準造林事業費の９７％を上限として補助する金額とし、実行経費が標準事業費を下回った場合は

その額とする。

※地ごしらえ（伐採跡地の整地）、苗木の植え付け

２．下刈 （１回刈）全刈～8,000円／ha・（２回刈）全刈～24,000円／ha

※植栽した苗木の生育を妨げる雑草や潅木を刈り払う作業

３．つる切り・除伐 ～18,000円／ha

※育成の対象となる樹木の生育を妨げる他の樹木や、つるを刈り払う作業

４．初回間伐 ～25,000円／ha

※育成の対象となる樹種の混み具合に応じて、一部の樹木を伐採する作業

５．野鼠駆除 ～1,000円／ha

※植栽木の野ねずみによる食害を防ぐための薬剤散布

６．林地流動化対策事業

造林を目的に山林を購入し、造林を行ったものに対し、林地流動化助成金として10,000円／haを上限に

標準地価相当額を交付する。

問い合わせ先 産業振興課 林政・再生エネルギー推進グループ 緯76－2151(内線260)

愛林のまちの緑豊かな自然環境を次の世代に引き継ぎ、ふるさとつべつの森林資源の造成と保全や未立木地対

策を図るため、平成20年度から丸玉産業株式会社よりいただいている寄附を原資として「丸玉産業森づくり基金」

を設置しています。現在、町単独補助制度として取り組んでいる「愛林のまち緑資源を守る事業」の財源の一部と

して運用し、造林、保育、野ねずみの駆除、林地流動化事業等について取り組みを行ってきました。

《過去３年間の実績について、以下のとおり掲載します》

水
質
検
査
結
果
の
お
知
ら
せ

問い合わせ先 建設課水道グループ 緯76－2151（内線253、254）

※
測
定
し
た
水
は
、
平
成

年
９
月

日
に
上
里
・
相
生
の
水
道
水
（
蛇
口
）
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
す
。

28
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津 別 町 水 道 水 の 水 質 検 査 結 果

ೋ
༆
⅛
水
⅜

ࣜ
࿒
⅛
ࡕ
し
い
水
質
ܖ

を
ↆ
↽
ⅽ
し
て
い
ま
す

Ķĳ

水
質
検
査
計
画
を
定
め
て
い
ま
す

私
た
ち
が
、
毎
日
飲
用
と
し
て

使
っ
て
い
る
水
道
水
。
こ
の
水
道

水
は
、
水
道
法
に
よ
っ
て
厳
し
い

水
質
基
準
が
定
め
ら
れ
、
水
源
地

の
原
水
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
に
至

る
ま
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を
行

い
、
水
質
管
理
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。

こ
の
水
質
検
査
を
「
ど
の
場
所

で
」「
ど
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い

て
」「
ど
れ
く
ら
い
の
頻

度
で
」
行
う
か
な
ど
を
表

し
た
も
の
が
水
質
検
査

計
画
で
す
。

今
回
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
き
毎
月
検
査
し
て

い
る
項
目
の
結
果
に
つ

い
て
下
記
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

検
査
し
た
水
は
、
津
別
市
街
や

活
汲
・
恩
根
・
最
上
地
区
を
給
水

区
域
に
し
て
い
る
上
里
を
水
源
地

と
す
る
水
道
水
、
も
う
一
つ
は
本

岐
や
相
生
地
区
を
給
水
区
域
と
し

て
い
る
相
生
が
水
源
地
の
水
道
水

で
す
。

ど
ち
ら
も
湧
き
水
で
、
そ
の
ま

ま
で
も
水
質
基
準
の
項
目
を
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す
が
、
水
道
法
で
滅

菌
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

必
要
最
少
量
の
塩
素
注
入
を
行
い
、

安
全
な
水
と
し
て
皆
さ
ん
の
家
庭

に
届
け
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水

ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
消
費
が

年
々
伸
び
て
い
ま
す
。「
安
全
で

お
い
し
い
水
」
と
い
う
ト
レ
ン
ド

（
流
行
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

津
別
町
の
水
道
水
は
湧
水
で
厳

し
い
水
質
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
お

り
、
ミ

ネ

ラ

ル

分

も

ボ

ト

ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
と
そ
ん
色
な

く
、
軟
水
の
『
ナ
チ
ュ
ラ

ル

ミ

ネ

ラ

ル

ウ

ォ

ー

タ
ー
』
で
す
。

水
道
料
金
は
、
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
０
・
２
円
と

な
っ
て
お
り
、
市
販
の
ボ

ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
比
べ

て
大
変
お
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

台
風
や
大
雨
に
よ
り
一
時
的
に

断
水
と
な
る
災
害
が
相
生
・
大
昭

地
区
及
び
共
和
・
双
葉
地
区
に
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
仮
配
管
等
で

仮
復
旧
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
本
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
安
全
で
お
い
し

い
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
水
道
料
金
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。



《
船
橋
市
津
別
町
特
産
品
販
路
開
拓
・
拡
大

支
援
事
業
》

事
業
内
容：

船
橋
市
内
の
企
業
、
団
体
等

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
た
な
販
路
開

拓
・
拡
大

事
業
࢘
：ض

２
件
適
用
し
、
農
協
青
年
部

に
よ
る
市
場
へ
の
販
促
活
動
と
船
橋
市

の
農
業
青
年
と
の
意
見
交
換
、
つ
べ
つ

産
和
牛
の
販
路
開
拓
活
動
を
実
施

《
船
橋
市
津
別
町
移
住
者
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

津
別
町
へ
の
移
住
希
望
の
あ

る
方
々
へ
の
移
住
お
試
し
ツ
ア
ー
の
実

施
事
業
࢘
：ض

４
件
適
用
（
４
家
庭

名
）
し
、

１１

直
接
移
住
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
は
無
し
。

《
船
橋
市
津
別
町
結
婚
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

船
橋
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
結
婚
希
望
の
あ
る
女
性
を
視
察
・
お
見

合
い
ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
で
勧
誘

事
業
࢘
：ض

津
別
町
の
男
性
8
名
と
船
橋

市
の
女
性
6
名
に
よ
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
２
組
カ
ッ
プ
ル
成
立

《
先
駆
的
な
ま
ち
づ
く
り
方
策
提
起
促
進
事
業
》

事
業
内
容：

地
方
創
生
に
係
る
事
業
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
、
優
秀
な
方
策
を
提
案

し
た
方
を
招
致
し
コ
ン
ペ
を
実
施

事
業
࢘
：ض

件
（
町
内
8

、
管
内

、

65

14

道
内

、
道
外

）
の
応
募
が
あ
り
、
津

26

17

別
町
の
Ｐ
Ｒ
媒
体
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
増

加
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

1
万
件
増
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ

2
0
0
0
件
増
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
8
万
件
増
）

《
新
た
な
観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
発
掘
発

見
事
業
》

事
業
内
容：

臼
観
光
Ｐ
Ｒ
ム
ー
ビ
ー
製
作

渦
北
海
道
観
光
振
興
機
構
主
催：

東
京

で
の
記
者
発
表
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
1
0
2
社
出
席
、
併
せ
て
企
業

訪
問
）

嘘
新
た
な
観
光
資
源
・
観
光
ル
ー
ト
発
掘

発
見
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
地
域
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ

ド
、
出
版
、
情
報
発
信
分
野
の
4
名
来
町
、

町
内
視
察
と
情
報
交
換
会
）

唄
旅
ま
つ
り
名
古
屋
2
0
1
6：

名
古

屋
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
（
来
場
者：

全
体

万
人
、
振
興
局
ブ
ー
ス
5
5
0
３

29人
）

事
業
࢘
：ض

各
事
業
で
の
P
R
効
果
、
次

年
度
以
降
の
観
光
事
業
へ
の
つ
な
が
り
、

企
業
訪
問
の
効
果
で
津
別
観
光
ツ
ア
ー

実
現
（
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
社
）

《
子
ど
も
乳
幼
児
の
た
め
の
防
災
品
備
蓄

事
業
》

事
業
内
容：

乳
幼
児
中
心
の
災
害
時
備
蓄

品
を
整
備

事
業
࢘
：ض

避
難
所
へ
の
乳
幼
児
用
の
備

蓄
品
を
整
備

※
詳
細
は
津
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
く
だ
さ
い
『
ト
ッ
プ

＜

町
づ
く

り

＜

主
な
計
画

＜

津
別
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76
（
内
線
２
４
２
）

《
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
策
定
事
業
》

事
業
内
容：

作
成
支
援
委
託

事
業
࢘
：ض

平
成

年

月

人
口
ビ
ジ
ョ

２７

１０

ン
、総
合
戦
略
策
定

《
保
育
料
軽
減
、
無
料
化
事
業
》

事
業
内
容：

第
２
子
以
降
の
対
象
範
囲
拡

大
事
業
࢘
：ض

延
べ
１
４
１
９
月
分
に
つ
い

て
交
付
金
充
当

《
乳
児
養
育
手
当
て
支
給
事
業
》

事
業
内
容：

０
歳
児
に
対
し
1
万
5
0
0

0
円
／
月
支
給

事
業
࢘
：ض

対
象
と
な
る

名
の
乳
児
、延

54

べ
３
１
４
月
分
に
つ
い
て
交
付
金
充
当

《
若
手
も
の
づ
く
り
職
人
等
誘
致
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

大
都
市
圏
在
住
の
若
手
も
の

づ
く
り
職
人
を
対
象
に
し
た
津
別
町
の

企
業
等
で
の
現
場
体
験
研
修
の
受
入
助
成

事
業
࢘
：ض
８
名
適
用
し
、
２
名
採
用
（
う

ち
１
名
は
町
内
へ
移
住
、
１
名
は
物
件

見
つ
か
ら
ず
北
見
か
ら
通
勤
）

《
地
域
特
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

道
内
外
物
産
展
・
商
談
会
参
加

補
助

事
業
࢘
：ض

４
件
適
用
し
、
新
規
取
引
先

件
数
の
増
加
（

社
）

32

《
空
き
店
舗
等
対
策
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

起
業
等
へ
の
町
の
補
助
金
（
起

業
等
振
興
促
進
条
例
）
に
つ
い
て
、
空

き
店
舗
等
を
活
用
す
る
場
合
や
、
新
た

な
雇
用
を
創
出
す
る
場
合
に
補
助
率
を

加
算

事
業
࢘
：ض

４
件
適
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新

規
事
業
立
ち
上
げ
（
４
件
）、
新
規
雇
用

創
出
（
６
名
）

《
大
学
生
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業
》

事
業
内
容：

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
、
ゼ
ミ

合
宿
受
け
入
れ
に
対
す
る
旅
費
助
成

事
業
࢘
：ض

ま
ち
な
か
再
生
事
業
、
小
樽

商
科
大
学
ゼ
ミ
合
宿
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
に
よ
り

名
の
大
学
生
が
来
町

２５

《
船
橋
市
津
別
町
地
域
交
流
促
進
事
業
》

事
業
内
容：

船
橋
市
タ
ウ
ン
誌
編
集
長
を

通
じ
た
船
橋
市
と
の
交
流
拡
大
、
津
別

町
Ｐ
Ｒ
促
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

事
業
࢘
：ض

ふ
な
っ
し
ー
来
町
、
Ｐ
Ｒ
ム
ー

ビ
ー
に
よ
る
町
情
報
発
信
（
1
万
ア
ク
セ

ス
超
）、
S
N
S
を
通
じ
た
津
別
情
報
の

拡
散
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
津
別

フ
ァ
ン
の
獲
得
（
１
１
４
名
）
、
津
別
町

農
産
品
の
船
橋
市
場
へ
の
流
通
（
人
参
31

ト
ン
、
南
瓜
２
ト
ン
、
玉
葱
1
4
0
ト

ン
）

《
船
橋
市
津
別
町
企
業
・
し
ご
と
支
援
事
業
》

事
業
内
容：

船
橋
市
の
企
業
等
に
対
し
て
、

お
試
し
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
津
別
町
で

の
起
業
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

を
推
進

事
業
࢘
：ض

９
件
適
用
し
、
津
別
町
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
が
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
開
始
、
障
が
い
者
福
祉
事
業

所
（
株
式
会
社
び
ー
と
）
立
ち
上
げ
、
移

住
者
＝
１
家
庭
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

「
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て
、
評
価
検
証
を
行
い
ま
し
た

昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
評
価
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
評
価
指
標
（
K
P
Ｉ
）
に
基
づ
き
、
評
価
検
証
を
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
そ
の
結
果
（
平
成

年
度
分
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２７

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
新
年
度
に
向
け
新
規
事
業
の
検
討
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
（
基
礎
交
付
）

実
績

（
２
）
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
（
上
乗
せ
交

付
）
実
績

▲まちづくりアイデアコンペ最終

審査会でのプレゼンテーション

▲津別高校と筑波大学の高大連携プロジェクト

▲津別町移住ＰＲムービー

平成27年4月より、生活困窮者への支援制度が始まり、生活の困りごとや不安を抱えている場合に、ど

うしたら解決できるか、一緒に考え自立に向けた支援・相談を行っています。

ひとりで悩まないで、遠慮なくお電話ください。

出張相談会開催日：平成28年11月15日（火）

午前11時～12時

相談会会場：林業研修会館図書室（役場裏）

問い合わせ・予約先：オホーツク相談センターふくろう 緯0157－25－3110

実施形態：事前予約制

（14日午後5時までの電話予約）

実 施 者：オホーツク相談センターふくろう

生生活困窮者支援 津別町出張相談会のご案生活困窮者支援 津別町出張相談会のご案内内



インフルエンザ予防接種料金の助成が始まります
津別町では今年も 11月1日からインフルエンザ予防接種料金の助成を行います。

ご希望の方は下記の接種方法をご覧のうえ、ご希望の病院にご予約ください。

１、対象の方と助成回数

対 象 の 方

臼 満６５歳以上の方

渦 ６０歳以上６５歳未満の方で、心臓･腎臓･肺や気管支及びヒト免疫不全ウイルスに

よる免疫機能で身障手帳１級程度の障害のある方

嘘 満1歳～小学6年生の方

唄 中学生

助成回数

1回

2回

1回

※年齢はすべて接種日の年齢となります。

問い合わせ先 保健福祉課 健康医療グループ 緯７６－２１５１（内線332）

２、接種料金

お１人１回 1,000円

※上記の対象者の方で、生活保護の方は無料です。

３、接種方法

臼指定医療機関からご希望の病院を選んでください。

渦病院に予約をしてください。

嘘生活保護の方は役場瓜番窓口で「証明書」の交付を

受けてください。

唄予約した病院で予防接種を受け、窓口で 1,000円を

お支払いください。

４、持ち物

臼６５歳以上の方→健康手帳

（お手元に無い方は役場浦番窓口でお渡し

いたします。お申出ください）

渦満１歳から中学生の方→母子手帳

嘘接種料金

唄生活保護の方は「証明書」

※予診票は各病院にありますので、接種当日

にご記入ください。

Ĵ1́͘１̥ͣ１11

子ども高齢者電話医療機関名

末松整形外科医院

清月クリニック

竹江整形外科医院

玉越病院

千葉循環呼吸クリニック

道東脳神経外科病院

徳竹医院

とまべちクリニック

西谷内科医院

ばんば医院

ひかりの耳鼻咽喉科クリニック

藤江内科クリニック

古屋泌尿器科医院

北星記念病院（注1）

北海道立北見病院

本間内科医院

松原医院

みやけ医院

みやまクリニック

望月医院

守谷記念整形外科医院

やまでらクリニック

ゆりの樹クリニック

わだ小児科・循環器内科医院

愛し野内科クリニック

オホーツク海病院

端野病院

JA北海道厚生連常呂厚生病院

おのでら医院

おんねゆ診療所

木村内科小児科医院

訓子府クリニック

置戸赤十字病院

〈平成２8年度 インフルエンザ予防接種 指定医療機関〉
★印の医療機関をご希望の方は、事前に役場にお電話ください。 緯76－2151 健康医療グループ 健康推進担当まで

（注1）北星記念病院は、12月から接種開始

※施設に入所中の方も接種できます。詳しくは各施設にお問い合わせください。

子ども高齢者電話医療機関名

津別病院

工藤医院

田畠医院

田中医院

玉川医院

びほろ耳鼻咽喉科クリニック

美幌町立国民健康保険病院

美幌皮膚科

美幌療育病院

平間医院

大空町東藻琴診療所

女満別中央病院

あいのない診療所

秋山こどもクリニック

麻生北見病院

あしの医院

為山堂内科医院

いわもと循環器クリニック

大内医院

オホーツク勤医協北見病院

かみむらキッズ・クリニック

岸山皮膚科

北見循環器クリニック

北見消化器クリニック

北見中央病院

北見北斗病院

國分皮膚科

小林病院

さこう・リハビリクリニック

酒井内科クリニック

さかきばら泌尿器科

白川整形外科・内科

（入院中の方と当院の整形外科
のみに通院している方対象）

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

76-2121

73-3356

73-2035

73-2913

75-2780

73-3900

73-4111

73-4112

73-3145

72-1881

66-2611

74-2181

37-2810

66-2255

23-4133

68-1380

23-3115

26-1030

24-0001

26-1300

22-4188

62-4112

31-5800

23-6560

24-3100

23-3225

69-4112

23-5171

23-3709

32-7536

32-7331

24-7770

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

69-2730

68-1568

69-2800

24-3323

23-3111

69-0300

23-2916

22-6050

23-6687

23-7755

26-1133

32-7303

61-2288

26-8800

24-6261

26-6471

32-6078

24-4976

26-3336

24-6188

36-2277

66-3434

57-5131

24-7333

67-6565

67-6000

56-3151

0152-54-1611

42-3111

45-2340

67-2080

0157-47-3311

0157-52-3321

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

津
別
・
美
幌
・
大
空

北
見
市
（
市
外
局
番
0
1
5
7
）

北
見
市
（
市
外
局
番
0
1
5
7
）

生活保護の方は「証明書」が必要となります。

役場の福祉担当にお申し出ください。



月

日
、
６
回
目
を
迎
え
る
秋
の
恒
例
イ
ベ

10

16

ン
ト
「
２
０
１
６
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
」（
主
催

つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
、
さ
ん
さ

ん
館
一
帯
と
町
道
１
０
５
号
線
の
一
部
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
鳴
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
和
太
鼓

演
奏
で
幕
開
け
し
た
催
し
は
、
殻
付
き
ホ
タ
テ
の

特
売
、
い
も
・
玉
ね
ぎ
詰
め
放
題
、
米
や
砂
糖
な

ど
の
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
、『
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ

つ
ペ
ア
宿
泊
券
』
な
ど
豪
華
景
品
が
当
た
る
お
楽

し
み
抽
選
会
と
、
お
得
な
企
画
が
い
っ
ぱ
い
。

津
別
の
特
産
品
や
食
べ
物
を
販
売
す
る
出
店
も

並
び
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

月
４
日
、
平
成

年
度
津
別
町
青
少
年
海
外

10

28

研
修
派
遣
事
業
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修

の
出
発
式
が
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
、
斎
藤
優
太
君
、
白
井
啓
斗

君
、
藤
岡
篤
也
君
、
本
間
崚
太
君
、
河
野
ノ
ア
さ

ん
（
い
ず
れ
も
津
別
高
校
２
年
生
）
の
５
人
で
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
、
ホ
ー
ム
ス

10

14

26

１３

テ
イ
を
し
な
が
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
高
校
の

授
業
を
受
け
た
り
、
博
物
館
を
訪
れ
る
な
ど
、
国

際
的
視
野
を
広
げ
る
研
修
に
励
み
ま
す
。

出
発
式
で
は
、
竹
俣
副
町
長
か
ら
の
激
励
に
応

え
て
、
生
徒
た

ち
が
「
食
文
化
」

「
教
育
環
境
」

「
建
築
技
術
」
な

ど
各
自
が
定
め

た
テ

ー
マ

を

持
っ
て
研
修
に

臨
み
、
そ
の
成

果
を
今
後
に
活

か
し
た
い
な
ど

と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

津
別
の
物
産
が
大
集
合
！

2
0
1
6
つ
べ
つ
産
業
ま
つ
り
開
催

そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
を
持
っ
て
参
加

青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事
業
出
発
式

▲山鳴太鼓保存会の演奏

９
月

日
、
平
成

年
度
津
別
町

24

28

寿
大
学
文
化
祭
・
舞
台
発
表
会
が
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

揃
い
の
着
物
姿
で
舞
う
舞
踊
や
、

美
し
い
音
色
を
奏
で
た
大
正
琴
の
演

奏
、
華
や
か
な
社
交
ダ
ン
ス
、
息
の

合
っ
た
歌
声
を
響
か
せ
た
カ
ラ
オ
ケ

合
唱
な
ど
、
６
つ
の
演
目
に
延
べ
60

人
あ
ま
り
の
学
生
が
出
演
し
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

元
気
一
杯
の
ス
テ
ー
ジ
に
、
観
客

か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
合
唱
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披
露

寿
大
学
文
化
祭
・
舞
台
発
表
会
を
開
催

▲賑わった出店

▲お楽しみ抽選会の様子 ▲人気企画のいも・玉ねぎ詰め放題

月
２
日
、
快
晴
の
空
の
下
で
「
第

回
つ
べ

10

15

つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
町
内
外
３
３
４

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
体
力
、
経
験
に
応
じ
て
ハ
ー

フ
コ
ー
ス
、

娃
コ
ー
ス
、
５
娃
コ
ー
ス
、
３
娃

10

コ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
午
前

時

分
、
そ
れ

10

30

ぞ
れ
の
発
走
地
点
か
ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
津

別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
力

走
し
ま
し
た
。

周
年
記
念
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
今
大
会
で

１５
は
、
ソ
ウ
ル
五
輪
１
万
斡
日
本
代
表
の
松
野
明
美

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

を
走
り
、
レ
ー
ス
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

月

日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会
（
柳
瀬
輝

10

17

彦
会
長
）
か
ら
町
に
贈
ら
れ
た
、
ま
ち
バ
ス
用
交

通
安
全
標
語
ス
テ
ッ
カ
ー
の
寄
贈
式
が
、
役
場
庁

舎
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
カ
ー
に
は
「
第

回
交
通
安
全
に
関
す

24

る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
小
学
生
の
部
・
最
優
秀
賞

『
そ
の
事
故
が

あ
な
た
の
未
来
を

う
ば
う
か

も
』（
現
・
津
別
中
学
校
１
年

兼
平
航
志
く
ん
）、

中
学
生
の
部
・
最

優
秀
賞
『
安
全
は

小
さ
な
注
意

の

積
み
重
ね
』

（
現
・
北
見
緑
陵

高

校

1

年

石

井
葵
良
さ
ん
）
の

標
語
が
そ
れ
ぞ

れ
プ
リ
ン
ト
さ

れ
て
お
り
、
バ
ス

の
車
体
側
面
に

掲
示
し
て
、
交
通

安
全
啓
発
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

松
野
明
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え

第

回
つ
べ
つ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

15

ま
ち
バ
ス
の
車
体
側
面
に
掲
示

交
通
安
全
標
語
ス
テ
ッ
カ
ー
寄
贈

晩
秋
の
頃

初
雪
も
降
り
、
め
っ
き
り

寒
く
な
り
ま
し
た
。

私
が
津
別
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
か
ら
約
一
年
半
が
経

ち
ま
し
た
。

あ
い
お
い
物
産
館
内
の

「
そ
ば
処
あ
い
お
い
」
に
て
メ

ニ
ュ
ー
の
改
善
や
、
作
業
効

率
ア
ッ
プ
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま

し
た
。

そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
一
段

落
し
、
現
在
は
、
出
汁
（
だ

し
）
の
改
良
に
取
り
掛
か
っ

て
お
り
ま
す
。
出
汁
取
り
は
、

と
て
も
奥
深
く
、
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
正
解
が
判
ら
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
日
か
、
道
内
一
の

そ
ば
処
と
い
え
ば
相
生
と
言

わ
れ
る
よ
う
精
進
し
て
行
く

こ
と
が
、
私
に
で
き
る
地
域

お
こ
し
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
相
生

は
、
特
に
遠
く
足
の
向
け
づ

ら
い
場
所
に
な
り
ま
す
が
、

お
通
り
の
際
は
、
是
非
お
立

ち
寄
り
頂
き
、
ご
意
見
・
ご

感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

月

日
、
地
域
お
こ
し
協

10

11

力
隊
員
と
し
て
網
走
市
か
ら
中

村
優
也
さ
ん
が
着
任
、

月
10

12

日
に
は
札
幌
市
か
ら
萩
原
由
美

乃
さ
ん
が
着
任
し
、
佐
藤
町
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
中
村
さ
ん
は
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
株
式

会
社
び
ー
と
」
の
担
い
手
と
し

て
、
萩
原
さ
ん
は
相
生
地
区
の

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｌ
Ｋ
の
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
中
村
さ
ん
と
萩
原
さ
ん
に
辞
令
交
付

※
「

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
方
へ
移
住

し
、
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
す
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▲町長から辞令を交付される中村さん（上）

と萩原さん（下）

▲ハーフコースを走るゲストランナーの松野明美さん（右から3人目）

▼

ま
ち
バ
ス
の
前
で
（
左
か
ら
）
兼
平
く
ん
と
柳
瀬
会
長



今
年
4
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤

務
し
て
い
る
、
新
人
職
員
の
松
本
和
也

さ
ん
。
住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ

ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
、
収
納
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

津
別
町
出
身
の
松
本
さ
ん
は
、
津
別

中
学
校
か
ら
北
見
柏
陽
高
等
学
校
に

進
学
し
、
卒
業
後
は
地
元
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
就
職
先
に
津
別

町
役
場
を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
は
上
司
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
収
納
管
理
、
滞
納
整
理
等
、
収
納

に
関
す
る
様
々
な
業
務
を
覚
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
、「
毎
日
が
勉
強
で
す
。

役
場
職
員
は
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

黙
々
と
仕
事
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
が
、
実
際
は
町
民
の
方
と
接
す
る
機

会
も
多
く
、
人
と
の
関
わ
り
が
大
切
な

職
場
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
仕
事
の

経
験
を
積
ん
で
み
な
さ
ん
の
役
に
立

て
る
職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
写
真
部
に
所
属
し
、
主

に
風
景
写
真
な
ど
を
撮
っ
て
た
と
い

う
松
本
さ
ん
で
す
が
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
な

る
べ
く
体
を
動
か
す
よ
う
心
が
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

職
場
で
は
毎
日
が
勉
強
で
す

松
本

和
也

さ
ん

まつもと かずやさん／平成９年10月生まれ、津別町

役場勤務

食生活指針隠

『１日の食事のリズムから、

健やかな生活リズムを』

ɡ朝食で、いきいきした１日を始めま

しょう。

ɡ夜食や間食はとりすぎないようにしましょう。

ɡ飲酒はほどほどにしましょう。

朝食の欠食の増加がみられ、２０～３０代はその割合が高くなっ

ています。また、朝食の欠食は夕食時間が不規則、夕食後の間食

も多いなどの食生活のリズムの乱れと、肥満や高血圧、脳出血

のリスクが高くなるといった報告もみられています。

過度の飲酒も食事リズムを乱す一因となります。

自分のリズムで規則的に食事を摂り、生活リズムをつくるこ

とで健康的な生活習慣の実現につなげましょう。

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：先月のきのこは椎茸でした。

今月は独特のぬめりと粘りがあり、中国では漢方薬として使

用されてきました。でんぷん分解酵素のアミラーゼを多く含

み、ビタミンＢ1やカリウムも多めに含まれる芋といえば？

津別町・美幌町にお住まいの季節労
働者の方を対象に、下記の講習、受講
料（テキスト代込）全額助成します。

ɜ玉掛技能講習

ɜ小型移動式クレーン運転技能講習

ɜ車両系建設機械（整地等）運転技能講習

ɜフォークリフト運転技能講習

ɜ車両系建設機械（解体用）運転技能講習

ɜ高所作業車運転技能講習

ɜ不整地運搬車運転技能講習

ɜはい作業主任者技能講習

※受講は北見市で行いますが、交通費は自己負担です。

※定員がありますので、お早めに申し込みください。

〈詳しい日程・申込方法等の問い合わせ先〉

美幌・津別地域季節労働者通年雇用促進支

援協議会（美幌町役場別館 経済部商工観

光グループ内） 緯77－6188（直通）
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「
次
の
世
代
に
良
い
環
境
を
残
す

こ
と
が
私
た
ち
の
務
め
」
と
話
す
の

は
、
平
成

年
、
町
内
の
酪
農
家
と

１８

共
に
日
本
初
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林

規
格
）
認
証
有
機
牛
乳
の
生
産
を
実

現
さ
せ
た
山
田
照
夫
さ
ん
。
山
田
さ

ん
た
ち
が
生
産
す
る
有
機
牛
乳
は
、

『
明
治
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
』
と
し
て

道
内
及
び
東
京
の
ス
ー
パ
ー
等
で
販

売
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

最
上
の
畑
作
と
酪
農
を
兼
業
す
る

農
家
に
生
ま
れ
た
山
田
さ
ん
は
、
本

別
町
の
北
海
道
仙
美
里
農
業
講
習
所

（
現
北
海
道
立
農
業
大
学
校
）
で
農
業

技
術
を
学
び
、
家
業
に
就
き
ま
す
。

酪
農
家
と
し
て
品
質
と
付
加
価
値

の
高
い
牛
乳
作
り
を
模
索
す
る
中
で
、

株
式
会
社
明
治
の
働
き
か
け
か
ら
有

機
牛
乳
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成

年
、
町
内

戸
の
酪
農
家
が

12

20

参
加
し
て
「
津
別
町
有
機
酪
農
研
究

会
」
が
発
足
。
山
田
さ
ん
は
初
代
会

長
と
し
て
会
を
牽
引
し
ま
し
た
。

農
薬
と
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
飼

料
で
育
っ
た
牛
か
ら
搾
る
の
が
有
機

牛
乳
。
そ
の
た
め
に
は
土
作
り
か
ら

始
め
て
、
牧
草
や
コ
ー
ン
な
ど
の
有

機
飼
料
が
採
れ
る
ま
で
3
年
、
さ
ら

に
有
機
飼
料
の
み
で
1
2
0
日
以
上

飼
育
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
最

初
の
5
年
ほ
ど
は
、
な
か
な
か
う
ま

く
行
か
ず
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
。
先
行
き
の
不
安
か
ら

人
の
会

20

員
は
、
一
時
5
人
に
減
り
ま
し
た
」。

そ
れ
で
も
勉
強
会
や
海
外
先
進
地

視
察
、
明
治
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど

を
得
て
技
術
を
高
め
、
研
究
会
発
足

か
ら
７
年
目
の
平
成

年
５
月
、
有

１８

機
畜
産
物
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
。

同
年
９
月
に
は
商
品
と
し
て
発
売
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
で
有
機
牛

乳
を
生
産
す
る
酪
農
家
は
８
戸
に
増

え
、
専
用
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で
順
調

に
出
荷
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
有
機
酪
農
研
究
会
の

２４

会
長
を
次
世
代
に
譲
っ
た
後
も
、
津

別
町
有
機
農
業
推
進
協
議
会
の
会
長

を
務
め
、
網
走
川
流
域
農
業
・
漁
業

連
携
推
進
協
議
会
副
幹
事
長
と
し
て

網
走
市
内
の
小
学
校
で
酪
農
に
関
す

る
出
前
授
業
を
行
う
な
ど
、
環
境
を

守
る
農
業
振
興
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
、
保
険
会
社
か

ら
毎
年
一
回
、「
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
保
険
会
社
に
支

払
っ
て
い
る
生
命
保
険
の
掛
け
金
の
総
額
（
見

込
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
所
得
税
の
精
算
に
必

要
と
な
る
も
の
で
す
。

会
社
で
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
、
年
末
調

整
を
す
る
際
に
勤
め
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
に
使
い
ま
す
の

で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
は
、「
旧
生
命
保
険
料
」「
旧

個
人
年
金
保
険
料
」「
新
生
命
保
険
料
」「
新
個
人

年
金
保
険
料
」「
介
護
医
療
保
険
料
」（
※
町
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介
護
保
険
料
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
の
５
区
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
証
明

書
の
内
容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
お
取
り
扱
い
く

だ
さ
い
。

生
命
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

やまだ てるおさん／昭和22年４月、津別町生まれ／

69歳／最上在住

さ
ん

山
田

照
夫

日
本
初
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

有
機
牛
乳
生
産
を
牽
引

【463】

月
は

１１「
固
定
資
産
税
」第
４
期
、

「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」第
６
期

の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は

月

日
（
水
）で
す
。

１１

３０

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、引
落
口
座
の

残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）



月
は
移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ

12
り
号
」
が
２
日
間
来
町
し
ま
す
。

今
年
度
最
後
の
献
血
で
す
。

ご
都
合
の
良
い
日
に
、
津
別
町

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
1
日
目
》

月

日
（
月
）

12

12
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

午
後
1
時
～
３
時

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
い
し
ば
し
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

《
2
日
目
》

月

日
（
火
）

12

13
役
場
議
事
堂
前

午
前
9
時

分
～

時

分

30

11

30

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

午
後
1
時
～
３
時

津
別
高
校
前

午
後
３
時

分
～
４
時

分

30

30

☆
当
日
献
血
に

ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に

は
、
津
別
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
卵
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
2
３
1
）

７６

釧
路
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
予
約
制
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

月

日
（
月
）
午
後

１１

２１

１
時
～
４
時（
お
一
人

分
程
度
）

３０

会

場

林
業
研
修
会
館
（
津
別

町
役
場
隣
）
２
階

研
修
室

相
談
員

弁
護
士

大
島

由
依

予
約
締
切

月

日
（
金
）

１１

１８

※
定
員
６
名

先
着
順

予
約
先

と
も
ざ
わ
法
律
事
務
所

緯
０
１
５
７
室

室
９
７
７
７

３２

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い

者
の
入
校
生
（
訓
練
期
間
１
年
又

は
２
年
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

願
書
受
付
期
間

月
１
日
～

月

日

11

11

20

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
３
５
５
５

73

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
砂
川
市
焼
山

番
地
）

60

緯
０
１
２
５
室

室
２
７
７
４

52

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で

は
、
女
性
に
対
す
る
夫
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、
ス
ト
ー
カ
ー
被

害
な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
の

相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
左
記
の
期
間
は
、
全
国
一
斉

強
化
週
間
と
し
て
、
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す
。

専
用
相
談
電
話

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

緯
０
５
７
０
室
０
７
０
室
８
１
０

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

実
施
日
時

月

日
（
月
）
～

日
（
日
）

１１

14

20

受
付
時
間

午
前
８
時

分
～
午

３０

後
７
時
（

月

日
及
び

日

11

19

20

は
午
前

時
～
午
後
５
時
）

１０

※
強
化
週
間
以
降
も
、
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
平
日

午
前
８
時

分
～

３０

午
後
５
時

分
）

１５

※
面
接
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
は
、

通
常
ど
お
り
平
日
の
午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分
ま
で

３０

１５

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

緯
０
１
５
４
室

室
５
０
１
４

３１

芸
術
の
秋
を
彩
る
町
民
文
化

祭
が
、

月
１
日
か
ら
開
催
さ
れ

１１

ま
す
。

町
内
で
活
動
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
団
体
が
、
１
年
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
の
で
、

ご
家
族
、
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

会

場

中
央
公
民
館

・
絵
画
展

月
１
日
～

日
（
展
示
室
）

11

13

・
総
合
展
示
（
第

回
道
民
芸
術

40

祭
北
見
地
区
美
術
展
）

月

日
～

日
（
大
ホ
ー
ル
）

11

11

13

・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
公
開
交
信

月

日
（
ロ
ビ
ー
）

11

13

・
舞
台
発
表

月

日
（
大
ホ
ー
ル
）

11

20

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
文
化
協
会
事
務
局

緯

室
４
１
２
８

76

平
成

年
分
年
末
調
整
説
明
会

28

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
事
務
を
担
当
さ
れ
る
方

の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
の
関
係
資
料

は
該
当
者
に
直
接
税
務
署
か
ら
郵

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
当
日
は
税
務
署
か
ら
郵
送
さ

れ
る
『
年
末
調
整
の
し
か
た
』『
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
作
成
と

提
出
の
手
引
き
』
等
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

郵
送
さ
れ
て
い
る
年
末
調
整
関

係
用
紙
で
不
足
分
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
日
お
渡
し
し
ま
す
の
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日（
木
）

11

24

午
後
２
時
～
（
開
始

分
前
か

30

ら
受
付
）

会

場

林
業
研
修
会
館
集
会
室

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

未
登
記
家
屋
（
法
務
局
に
登
記

を
し
て
い
な
い
家
屋
）
の
所
有
者
の

名
義
変
更
、
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は

届
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
義
の
変
更
に
つ
い
て
は
新
旧
の

所
有
者
の
印
鑑
、
取
り
壊
し
に
つ
い

て
は
所
有
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す

の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届

出
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
税
務
収
納

グ
ル
ー
プ
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
法
務
局
で
所
有
権
移
転

登
記
、
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合

に
は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

次
の
道
道
は
、
来
年
春
ま
で
冬

期
間
全
面
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

■
訓
子
府
津
別
線

臼
訓
子
府
町
界
か
ら
最
上
（
道
道

二
又
北
見
線
交
点
）

渦
最
上
道
有
林
１
５
３
林
班
か
ら

沼
沢
２
４
１
番
地

【

月

日
～

11

30

平
成

年
５
月

日
】

29

10

■
屈
斜
路
津
別
線

臼
弟
子
屈
町
界
か
ら
上
里
６
４
２

番
地
１

【

月
７
日
～

11

平
成

年
５
月

日
】

29

26

■
二
又
北
見
線

臼
二
又
（
町
道
３
６
８
号
線
交
点
）

か
ら
最
上
（
道
道
訓
子
府
津
別

線
交
点
）

渦
最
上
（
道
道
北
見
津
別
線
交
点
）

か
ら
北
見
市
若
松
（
道
道
北
見

美
幌
線
交
点
）

【

月

日
～

11

25

平
成

年
５
月

日
】

29

12

問
い
合
わ
せ
先

網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

緯
０
１
５
２
室

室
０
７
４
２

41

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ  ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

月
に
入
り
、
朝
晩
の
冷
え
込

11
み
か
ら
、
冬
の
到
来
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
冬
道
へ
の
準
備
は
整
い

ま
し
た
か
？

積
雪
後
の
除
雪
に
よ
り
、
路
肩

の
死
角
が
増
え
て
し
ま
う
、
中
央

線
な
ど
の
道
路
標
示
が
見
え
な

い
、
路
面
凍
結
な
ど
、
路
面
状
況

が
一
変
し
、
交
通
事
故
の
多
発
が

心
配

さ
れ
ま
す
。
早
め
の

ブ

レ
ー
キ
を
意
識
し
、
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
タ
イ
ヤ
交
換
の
時
期
で

す
。
夏
用
か
ら
冬
用
に
交
換
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
タ
イ

ヤ
の
溝
の
減
り
具
合
、
ゴ
ム
の
硬

化
に
よ
る
ひ
び
割
れ
な
ど
タ
イ

ヤ
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、

月

日
か
ら

日
ま

11

11

20

で
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
視
点
は
、

「
凍
結
路
面
で
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

防
止
等
を
図
る
た
め
の
活
動
等

を
推
進
す
る
」
で
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

雪
の
季
節
が
近
づ
い
て
い
ま
す
！

住民企画課

住民環境

グループ

道
道
３
路
線
が
冬
期
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

年
末
調
整
説
明
会
の

お
知
ら
せ

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

平
成

年
度
入
校
生
募
集

29

美
容
医
療
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

最
近
、
顔
の
し
わ
が
気
に
な
り
、

「
簡
単
・
き
れ
い
に
な
れ
る
」
と

美
容
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
広
告

を
見
て
興
味
を
も
っ
た
が
、
注
意

す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

美
容
医
療
は
消
費
者
が
自

ら
選
択
し
て
受
け
る
医
療
で
、

レ
ー
ザ
ー
や
注
射
な
ど
の
医

療
技
術
で
行
う
自
由
診
療
の

た
め
、
健
康
保
険
の
適
用
外

で
す
。
費
用
は
全
額
自
己
負

担
と
な
り
、
医
療
機
関
に
よ
り
費

用
に
も
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
い
っ

た
ん
契
約
す
る
と
解
約
や
返
金

が
難
し
く
高
額
請
求
を
受
け
た

ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

広
告
の
情
報
だ
け
に
頼
ら
ず
施

術
の
リ
ス
ク
や
効
果
・
価
格
な
ど

情
報
収
集
や
説
明
を
求
め
ま

し
ょ
う
。
美
容
医
療
サ
ー
ビ

ス
は
「
美
容
を
目
的
に
し
た

医
療
」
で
す
。
身
体
的
な
負

担
や
合
併
症
な
ど
の
リ
ス
ク

も
伴
う
の
で
、
自
分
に
と
っ

て
必
要
か
ど
う
か
よ
く
考
え

ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A

平
成

年
度
秋
の
す
ず
ら
ん

２８

法
律
相
談
の
ご
案
内

Q

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転
・

取
壊
し
の
届
出
に
つ
い
て

月
１
日
か
ら
町
民
文
化
祭

11が
開
催
さ
れ
ま
す

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

「
献
血
」に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

児童虐待防止対策の推進
～さしのべて あなたのその手 いちはやく～

児童虐待事案は、取扱い事案が年々増加しており、

尊い子どもの命が奪われるなどの痛ましい事件が後

を絶ちません。「しつけのつもり」は親の言い訳に過ぎ

ません。子どもの立場に立って考え、児童虐待の早期

発見をお願いします。

《近所にこのような子どもや保護者はいませんか》

・子どもの泣き声や助けを求める声が頻繁に聞こえる

・子どもの身体に不自然な傷が多い

・親を異常に怖がる、顔色をうかがっている

・子どもの身体や衣服が汚れている…など

児童虐待の疑いを感じたら、迷わずに児童相談所、

警察、市区町村に連絡してください。

匿名でも構いません。あなたの連絡が児童虐待から

子どもたちを救うことになります。

全
国
一
斉
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間




児
童
虐
待
と
は

親
な
ど
現
に
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者

が
、
子
ど
も
に
対
し
て
身
体
的
な
危
害
を
加
え
た

り
、
適
切
な
保
護
や
養
育
を
行
わ
な
い
こ
と
、
言

葉
に
よ
る
お
ど
か
し
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
っ
た

り
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
（
さ
せ
る
こ

と
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
、
発
達
を
そ
こ

な
う
行
為
を
い
い
ま
す
。


し
つ
け
と
の
違
い
は
？

た
と
え
親
な
ど
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、

虐
待
か
ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
に
と
っ

て
有
害
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。


虐
待
し
て
し
ま
う
家
庭
を
追
い
つ
め
な
い

で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、
虐
待
を
し
て

し
ま
う
保
護
者
の
側
に
も
、
子
育
て
の
不
安
や
い

ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
家
族
全
体
が
多
面
的
な

悩
み
を
抱
え
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

周
囲
か
ら
保
護
者
だ
け
へ
の
一
方
的
な
非
難
は
、

か
え
っ
て
家
庭
を
孤
立
さ
せ
、
問
題
を
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
社
会
全
体
で
子
ど

も
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
う
一
報
が
子
ど
も
の

命
を
救
い
家
族
全
体
を
救
う
の
で
す
。


虐
待
に
気
づ
い
た
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
見
た
り
聞
い
た
ら
、
次
の
通
告
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
身
体
的
虐
待
「
不
自
然
な
傷
が
多
い
」「
叩
く
音

や
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
」

・
ネ
グ
レ
ク
ト
「
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚

れ
て
い
る
」「
車
内
に
子
ど
も
が
放
置
さ
れ
て
い

る
」「
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

外
出
し
て
い
る
」

・
心
理
的
虐
待
「
し
つ
け
の
程
度
を
超
え
て
叱
っ

て
い
る
」「
こ
と
ば
に
よ
る
脅
し
」

・
性
的
虐
待
「
子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

て
い
る
（
さ
せ
て
い
る
）」

な
ど
、
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
通
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
相
談
や
通
告
し
た
人
が
誰
か
特
定
さ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
情
報
は
、
決
し
て
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

《
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
》


役
場

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
７
７
）

76


北
海
道
北
見
児
童
相
談
所

緯
０
１
５
７
室

室
３
４
９
８

24


児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

緯
１
８
９

（
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

月月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
すす

1111
平
成

年
度
標
語

『
さ
し
の
べ
て

あ
な
た
の
そ
の
手

い
ち
は
や
く
』

28

北見人権擁護委員協議会・釧路地方法務局

北見支局では、第６８回人権週間（１２月４日

から１０日まで）にちなんで『特設なんでも

相談所』を開催します。人権に関する問題で

お悩みの方は、お気軽にご相談ください。

津別町での開催日は、以下のとおりです。

日 時 １２月６日（火）

午後１時から４時まで

会 場 林業研修会館（役場裏）１階図書室

相談員 人権擁護委員

（修田建惠、鷹觜とし子、布瀬勝明）

相談内容 学校・職場でのいじめ、パワハラ、

配偶者や家族からの暴力及びインター

ネットによる嫌がらせなどの人権問題か

ら、離婚や成年後見など、さまざまな悩み

ごと、困りごとについて。

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

問い合わせ先

釧路地方法務局北見支局

緯０１５７－23－６１６６

《第６8回人権週間》
特設なんでも相談所を開設します

オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、

第１期（8月31日期限）と第２期（11月30日期限）

の２回に分けて納めていただきます。

※年税額が１万円以下の場合は、第１期に全額を納めてい

ただきます。

連絡・問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】課税係 緯0152－41－0613

【納税に関すること】納税係 緯0152－41－0616

個人事業税・第2期の納期限は11月30日です

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事

業を行っている個人に、その所得を基礎として課税さ

れる道税です。事業の所得から各種控除額を差し引い

たものに、次の税率をかけて算出します。

଼２̞ 年ഽ
津別町員（କൽ等ܿ員）

募集̾ͅい̀

募集人員 １名

採用予定年月日 平成２９年４月１日

応募資格 ３０歳未満の方で、学校教育法による４年制大学で土木

工学、衛生工学又はこれらに相当する専門課程を修めて卒業し

た方又は平成２９年３月末までに卒業見込みの方

※ただし、日本国籍を有しない方又は地方公務員法第１６条（欠

格条項）に該当する方は受験できません。

試験方法 作文筆記、個人面接

試験日時、場所等

・期 日 平成２８年１２月２日（金）午前９時～

・場 所 津別町役場林業研修会館（役場庁舎裏）

受験申込手続

平成２８年１１月２２日（火）までに次の書類を提出してください。

（１）職員採用試験申込書（自筆すること）

※ホームページより入手してください。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

（２）添付書類

・大学の卒業証明書又は卒業見込証明書

・成績証明書

応募・照会先

〒092-0292 網走郡津別町字幸町４１番地

津別町役場総務課庶務グループ 緯0152－76－2151

soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp（照会・問合せのみ）

※受験の申し込みについては、郵送又は持参でお願いします。

冬の交通安全運動

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

11月11日（金）～11月20日（日）

○高齢者の交通事故防止

○凍結路面等のスリップによる

交通事故防止

○飲酒運転の根絶

運 ൲ の ਹ ത

ൽ

ൡ࣐֚൲日

11月11日（金）

セーέΞͻ

ーσ

通年雇用促進支援セミナー
（通年雇用促進支援事業・厚生労働省委託事業）

～参加無料～

開催日時 11月18日（金）

午後6時～8時（午後5時30分～受付）

開催場所

美幌グランドホテル（美幌町栄町2丁目）

エメラルドホール

《１部》

テーマ：季節労働者の実態と若年労働者の

人材育成

講 師：有田 倫之 氏

（社会保険労務士・行政書士）

《２部》

テーマ：通年雇用化を実現した背景と今後

の課題を実際の現場視点から

講 師：岡村 廉明 氏 （岡村塗装代表）

問い合わせ先

美幌・津別地域季節労働者通年雇用促進支

援協議会 緯77－6188

申し込み先（セミナー運営事務局）

（株）北方広放社 緯0157－24－5000

津別町農業委員会委員
募集のお知らせ

現在の津別町農業委員会委員任期満了後の平成２９年４月

１５日付で新たな委員を任命するにあたり、津別町では農業委

員候補者を募集しています。

詳しくは津別町ホームページをご参照下さい。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

推薦・応募受付期間

１０月２５日(火)～１１月２５日(金) ※役場休業日を除く

午前９時～午後５時

問い合わせ先

産業振興課農政グループ又は農業委員会事務局

緯７６－２１５１（内線２６１）



問い合わせ先 津別消防署 緯7６－２１８９

◎１１９番通報を受理し、火事か救急か・発生場所・大まかな内容がわかればすぐに消防車（救急車）が出動

します。出動後に必要な情報をお聞きしますので、「いいから早く来い！」と言ったり途中で電話を切った

りせず、通信指令員の質問に最後まで落ち着いてお答えください。ご理解、ご協力をお願いします。

※１１９番通報訓練 【1０時～１５時】消防署では、１１９番通報訓練を実施しますので、是非参加して下さい。

★8月と9月に火災が発生しています。火の取扱いには十分注意してください！

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）について（色は「黄緑色」です）
後期高齢者医療制度では、医療費が高額となった場合、過度な負担とならないよう下記に該当する方へ減額

認定証を発行しています。対象となる方で減額認定証をお持ちでない方は役場後期高齢者医療担当窓口厩番へ

申請してください（住民税課税の方は手続き不要です）。

▼減額認定証の交付対象となるのは、次の区分英または区分衛に該当する方です

問い合わせ先 保健福祉課後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

世帯全員が住民税非課税で『区分英』に該当しない方区分衛

世帯全員が住民税非課税であり、次のいずれかに
該当する方
・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

※長期にご自宅を離れる方へお願い
最近、後期高齢者医療担当より通知等を発送した際、本人の手元に届かない場合があります。長期に家を空

けられる方は、下記までご一報ください。

ව
֭
⅛
ા
ࣣ

ߊ

⅂
⅕
⅘

ম
య
Ⅿ

ࠚ
ࡘ
⅃
ⅶ
Ⅻ
ⅇ

平成２８年度の保険料は、月額16,260円

です。保険料は日本年金機構から送られる

納付書により、金融機関・郵便局･コンビニ

で納めることができます。また、クレジッ

トカードによる納付やインターネット等を

利用しての納付、そして便利でお得な口座

振替もあります。

日本年金機構では国民年金保険料を納付

期限までに納めていただけない方に対して、

電話、書面、面談により早期に納めていた

だくよう案内をおこなっております。

未納のまま放置されると、強制徴収の手

続きによって督促を行い、指定された期限

までに納付が無い場合は、延滞金が課され

るだけではなく、＊納付義務のある方の財

産を差し押さえることがありますので、早

めの納付をお願いします。

所得が少ないなど保険料の納付が困難な

場合は、免除される制度や猶予される制度

がありますので、北見年金事務所または津

別町役場国民年金窓口（姥番）へご相談く

ださい。

＊納付義務者は被保険者本人、連帯して納付す

る義務を負う配偶者及び世帯主になります。

問い合わせ先

北見年金事務所 緯０１５７－２５－９６３５

国民年金保険料の納付忘れはありませんか

平成２８年中に国民年金保険料を納付した方には日本年金機構から

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られます。

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・町道民税の社会保険料

控除の対象となります。年末調整や確定申告の際には、「控除証明

書」や領収書の添付が必要となりますので、大切に保管してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている

月分以外の保険料を１２月３１日までに納めた場合は、その分も控除

の対象となります。控除証明書と一緒に納付した保険料の領収書

を添付してください。なお、世帯主または生計を同じくしている

配偶者その他の親族の国民年金保険料を納めた場合は、納付した

人がその保険料の控除を受けられます。

ɡ問い合わせ先の名称 ねんきん加入者ダイヤル

緯０５７０－００３－００４（ナビダイヤル）

０５０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６６３０－２５２５

≪受付期間≫ 平成28年11月1日（火）～平成29年3月15日（水）

≪受付時間≫ 月～金曜日 午前８：３０～午後７：００

第２土曜日 午前９：００～午後５：００

・祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。

＊ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこか

らでも市内通話料金でご利用いただけます。ただし、携帯電話等から

おかけになる場合は通常の通話料金がかかります。

＊「０３－６６３０－２５２５」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話

料金がかります。

119番通報を受理

消防署です。火事ですか？ 救急ですか？

「火事（救急）です」

美幌町ですか？ 津別町ですか？

「津別町です」

名前と住所を教えて下さい。

「消防太郎という家です」「住所は、〇〇町〇番地です」

※隣の住宅名や近くの目標物をお聞きすることがあります。

何が燃えていますか？ 誰がどうしましたか？

「家が燃えています」「交通事故で怪我人がいます」など

逃げ遅れた人はいませんか？ 怪我人は何名で、怪我はどの程度ですか？

分かりました。消防車（救急車）がすぐに出動します。

※最後に通報者の氏名・電話番号をお聞きします。

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

通報者

通信指令室

ĲĲĺ๔通報のεͼϋΠ「あわてず・落ち着いて・正確に」次の内容を通報して下さい

《
平
成

年
１
月
１
日
よ
り
》

２９

（
１
）

歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
に

６５な
り
ま
す

臼
平
成

年
１
月
１
日
以
降
に
新
た
に

歳
以
上
の
労
働
者

２９

６５

を
雇
用
し
た
場
合

渦
平
成

年

月
末
ま
で
に

歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
し
、

２８

１２

６５

平
成

年
１
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
雇
用
が
あ
る
場
合

２９

※
前
記
臼
渦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
雇
用
保
険
の
適
用
要

件
（
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

時
間
以
上
で
あ
り
、

２０

３１

日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と
）
を
満
た
す
場
合
に

は
、
管
轄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
渦
の
場
合
は
提
出
期
限

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。
平
成

年
３
月

日
ま
で
に
提
出

２９

３１

し
て
く
だ
さ
い
）。

（
２
）

歳
以
上
の
被
保
険
者
も
教
育
訓
練
給
付
金
や

６５介
護
休
業
給
付
金
等
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す

（
３
）
育
児
休
業
・
介
護
休
業
給
付
金
の
用
件
を
見
直

し
ま
す

臼
育
児
休
業
給
付
金
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲
の
拡
大

渦
介
護
給
付
金
の
対
象
家
族
の
拡
大

嘘
介
護
休
業
の
取
得
回
数
の
緩
和

唄
有
期
契
約
労
働
者
の
育
児
休
業
・
介
護
休
業
給
付
支
給
要

件
の
緩
和

【
問
い
合
わ
せ
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

緯

室
３
５
５
５
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国民年金保険料を納付した期間

平成２８年１月１日から９月３０日まで
の間に納付された方

平成２８年１０月１日から１２月３１日まで
の間に今年はじめて納付された方

「控除証明書」が送られてくる時期

１１月上旬

平成29年２月上旬

年ྎାやږ૭࣬には
「২ٛ保険料（国民年金保険料）ੰࢱબྶ」をȊ

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223


